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研究成果の概要（和文）：　翻訳者が直面する美学的・社会的・政治的・法的・経済的等々の＜倫理＞上の問題につい
て、国際的かつ学際的に論じた総合研究である。文学以外にも映画や美術、音楽など様々なメディアを対象とし、多く
の言語・地域・時代における実例を分析した。
　これにより、テクストの性格、読者の期待の地平、起点言語と目標言語の関係を規定する文化的・歴史的・言語学的
背景、出版に関わる商業戦略、検閲や弾圧を行う政治・宗教権力の介在といったさまざまな要素によって、翻訳の倫理
が多様に現れる状況を示し、翻訳理論研究にも貢献できた。

研究成果の概要（英文）：　This integrated research aimed to address in an international and 
interdisciplinary perspective the ethical issues (aesthetic, social, political, legal, economical) faced 
by translators. Besides literature, our analysis took into account films, art, music as well as other 
forms of media, covering a wide range of languages, countries and historical periods.
　Based on this methodology, we demonstrated that ethical problems stemming from translation appear in 
various contexts and are mediated through a wide range of cultural practices such as the creation of 
texts as autonomous entities, the importance given to the reader’s response, the limits given to the 
relation between source language and target language, the publishing strategies, censorship, as well as 
the impact of political and religious pressures. Our approach allowed to contribute in a significant 
manner to the emerging field of translation studies.
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１．研究開始当初の背景 
（1）学術的背景 
翻訳は原テクストと訳文の間の、ある種の

「等価性」を追求する営みであり、翻訳者は
その等価性を確保するために「忠実さ」や「忠
誠」の規範に従うことを求められる。その要
請に応えつつ、常識的限度を超えた誤訳や、
極端かつ意図的な改変を行わない限り、基本
的に訳者の「責任」を問われることはないと
考えられがちである。しかし、そもそもどの
テクストを訳すか、という訳者の決定自体、
時代の経済・文化・政治状況と遊離して、あ
らゆる倫理的責任と無関係に下すことはで
きない。さらに原テクストのどの要素（意味、
形式、美的価値、読者に与える効果等々）に
対して「忠実」であるべきかは訳者の選択に
任されており、その過程で否応なく倫理的な
問題にぶつかることがある。例えば、古典古
代以来、翻訳があるところで必ずと言ってよ
いほど問題にされてきた二項対立（直訳対意
訳、逐語訳対自由訳等）においても、訳者が
どのスタンスを取るかについては、テクスト
の性格、読者の期待の地平、目標言語の特性、
起点言語と目標言語の関係を規定する文化
的・歴史的背景、出版に関わる商業戦略、検
閲や弾圧を行う政治・宗教権力の介在といっ
たさまざまな要素が絡み、翻訳者の下した判
断について倫理的な責任を問われ得る場面
が無数にある。 
したがって、翻訳もしくは翻訳者の〈倫理〉

を学術的に問う意義は十分にあると考えら
れるが、これまでにこの問題を総合的に捉え
た研究はほとんどない。上記の二項対立を主
に他言語から英語への訳を行う翻訳者につ
いて、「可視化」と「不可視化」の対立軸で
捉えたヴェヌティの著作（L.Venuti, The 
Translator’s Invisibility, 1995）はこの
テーマに関係した重要文献である。また、そ
れ以外にも欧米の翻訳理論や翻訳詩学でい
くつかの重要な研究が現れているものの（A. 
Pym, Pour une Ethique du Traducteur, 1997, 
S. Bermann, et al(ed.), Nation, Language, 
and the Ethics of Translation, 2005, H. 
Meschonnic, Ethique et Politique du 
Traduire, 2007 等）、扱われる言語の数を含
めて、いずれも視野は限定的であり、特に日
本国内での状況は単発的な論文の発表に留
まっている。 
 

（2）着想に至った経緯 
今回の応募メンバーは平成20 年度から22 

年度にかけて交付を受けて行った科学研究
費補助金基盤研究（C）「恋愛・結婚をめぐる
異文化交流・翻訳の諸問題」（課題番号
20520321）の研究代表者、分担者を中心とし
ており、分担者９名のうち 8 名は同一学科に
所属している。応募者はいずれも特定の言語
領域（日・中・韓・英・仏・独・西・露）に
おける近現代の文学・思想・芸術を主たる専
門領域とし、異なる言語文化同士の接触・対

立・吸収・相互浸透などに特に関心を抱いて
研究を進めるとともに、実際の翻訳活動にも
携わっている。既に平成 17 年度には、所属
学科の競争経費の配分を受けて「翻訳文化研
究会」を組織し、異文化理解と衝突の微妙な
ありようがテクストの中に顕在化する広義
の「翻訳」について学際的・多角的な研究を
行ってきた。 
それ以来、年数回のペースでメンバーもし

くはゲストの研究発表会を開催し、その成果
を毎年度末、『翻訳の文化／文化の翻訳』と
して纏め、平成 22 年度末に発行された同誌
別冊では同科研費研究の成果について、総特
集号として発行した。その他に、各自の所属
学会や学術雑誌誌上等でもいくつかの論考
を発表している。それぞれが実践している翻
訳活動と、これらの研究とは直接・間接に相
互貢献している部分も多い。 
今回は平成 22 年度まで行われた上記基盤

研究における成果を踏まえつつ、その中で浮
上した翻訳の「倫理」問題にテーマを絞り、
かつメンバーを増やすことでさらに領域を
拡大して集中的考察を行うべく計画された
ものである。翻訳における広義の「倫理」問
題は応募者各人が行っている実際の翻訳活
動においても意識せざるを得ない問題であ
り、同科研費を用いて開催した作家たちの招
待講演（楊逸、よしもとばなな、リービ英雄）
でも議論の俎上に乗ったことが本研究の出
発点となっている。なお、連携研究者のエゲ
ンベルクはよしもとばななのいくつかの作
品の独訳者でもあることから、平成 21 年度
に同科研費を用いてセミナーを開催し、公開
の場で原著者と翻訳者の対話が実現したこ
とは、今回のプロジェクトにも大きなインパ
クトを与えている。その他、既に平成 23 年
度に連携研究者野崎は「翻訳家にとって〈倫
理〉とは何か」のテーマで研究発表を行い、
今回の応募の方向性の一つを示した。 
 

２．研究の目的 
主に文芸翻訳の分野で、翻訳者が逢着する

美学的・社会的・政治的・法的・経済的等々
の〈倫理〉上の問題について、国際的かつ学
際的に光を照射する総合研究である。比較文
学比較文化やカルチュラル・スタディーズの
重要な一分野でありながら、個別の実例研究
に終わりがちで体系化が困難な翻訳研究に
ついて、〈倫理〉という切り口を用いて問題
群をトータルに見直し、詩学研究、異文化理
解にも貢献することを目指す。 
 

３．研究の方法 
研究代表者の今野は翻訳における倫理の

問題を、近年の翻訳理論の成果を通じて基本
的に整理し、分担者全体の共通了解事項とす
ることに意を注いだ。その上で、各人が研究
対象とする領域について、主に下記テーマ群
との関連で考察し、その結果を翻訳理論の考
察に還元して、具体的分析と理論構築を相互



に精妙化することを目指した。 
（1）詩的表現の翻訳可能性と不可能性 
詩もしくは詩的表現の頻出する散文作品

の翻訳可能性については昔から議論が積み
重ねられてきた。解釈が多様である表現につ
いて、どの解釈を採用して訳文に反映するか、
起点言語と目標言語における表現の新奇性
と凡庸性にねじれが生じる場合の戦略など
を、翻訳者の美学的倫理の問題として捉え直
す。 
（2）性愛表現、スラング、差別語、方言等
の翻訳 
言語事情や道徳規範の異なる言語文化同

士で翻訳が行われれば、そこに倫理上の衝突
が起こり、翻訳者は社会的・道義的・法的責
任を問われる場面が生じる。それは性愛や暴
力・差別に関する表現で如実に現れるが、方
言（地域的・社会的）や個人言語をどう訳す
かという方針においても、翻訳者やそれを受
容する読者の社会意識が問われることがあ
る。 
（3）翻訳におけるオリエンタリズム、コロ
ニアリズム 
アジアにおける翻訳は基本的にオリエン

タリズムの中で形成され、翻訳自体がオリエ
ンタリズムを体現する行為であった。またそ
れは言うまでもなく、コロニアリズムをも反
映していた。つまり、翻訳行為=自己オリエ
ンタリズム=自己コロニアリズムであり、そ
れがアジアにおける翻訳行為の宿命であっ
たといえる。 
（4）原著者と翻訳者の権利について 
原著者は翻訳に対してどれだけ口を挟む

ことができるのか。翻訳者はそれに対してど
れだけ自分の主張を貫くことができるのか。
この点が問題化するかどうかは、作者の個性
にも左右されるが、作者の目標言語に関する
知識の有無、起点言語文化と目標言語文化の
間の政治的・経済的関係性という外面的状況
によっても事情が異なってくる。これは母語
以外の言語で創作活動を行う作家の「自己翻
訳」の問題とも深く関係する。 
（5）小説の映画化、映画のノヴェライゼー
ションの問題 
メディアの壁を飛び越える「翻訳」（ヤコ

ブソンの言う記号系間翻訳）の場合、原作へ
の「忠実さ」に対する要請が通常の言語間翻
訳とは異なった形で現れるほか、商業化・大
衆化のための方略や政治的配慮がより顕在
化することがある。小説の映画化や、原作を
必ずしも持たない映画のリメイク、政治的・
宗教的権力による検閲の問題などを通じて、
この問題を考察する。 
 

４．研究成果 
 翻訳者が直面する倫理上の課題を多角的、
重層的に扱うべく、取り扱う言語、地域、時
代、領域、メディア、ジャンルをできる限り
広くすることを心がけた結果、総合的研究の
名に恥じぬ成果が生まれたと思われる。論じ

られた言語は日本語、中国語、韓国語、英語、
フランス語、ドイツ語、スペイン語、時代は
古代ローマから現代まで、領域的には文学、
詩学、美学、映像論、倫理学、哲学、社会学、
心理学、政治学、法学、哲学等、極めて多岐
にわたっている。以下、メンバー別の研究成
果のうち、主要な部分を概説する。 
研究代表者の今野は理論面の考察を行う

と共に、明治初期の翻訳家、箕作麟祥の訳業
について、西洋キリスト教的道徳を日本に紹
介するにあたって、どのような工夫を訳者が
行ったかについて詳細に検討した。これによ
って「倫理の翻訳」が行われる際の「翻訳の
倫理」の一端を示すことが出来た。 
田村は小説と映画における芸術間翻訳の

研究と同時に、研究成果を報告する過程で生
じる映像著作権の問題に取り組んだ。前者に
ついては〈小説と映画のあいだ〉という共通
副題のもとに「川端康成『山の音』と小津安
二郎監督『晩春』」および 川端康成『美しさ
と哀しみと』をめぐる 2 本の論文を刊行し、
パリで開催された国際シンポジウム「川端康
成 21 世紀再読」で研究発表を行った。後者
については具体的事例に沿った報告書を作
成した。 
南は、ル・ボンの民族心理学のアジアへの

受容について、その翻訳ルートの多様な変遷
と翻訳過程における国家間の思惑や倫理問
題を主として扱い、日本近代思想の一分野の
系統を明らかにした。同論については一層の
考察が行われ、対象範囲が広がり、韓国で行
われた国際シンポジウムで注目されている。 
安永はアンリ・メショニック(1932—2009)、

ポール・ヴァレリー（1871-1945）、パトリッ
ク・モディアノ（1945—）を対象とし、翻訳
の倫理に纏わる諸問題について主に検討し、
論文 4本、書評２本を発表、国際学会での口
頭発表を１件行った。翻訳にも携わっており、
2012 年末にモディアノの小説『家族手帳』の
翻訳を上梓し、2014 年秋には、モディアノの
ノーベル賞文学賞受賞記事を執筆した。 
桑島は、中国僻村の不条理を描き続ける中

国人作家・閻連科の代表的作品を取り上げ、
倫理や翻訳に関わる問題を考察した。その結
果、①『受活』（2004）では、身体的には「人
間以下」の身障者たちは倫理の欠如した世界
に住む健常者たちよりよほど人間らしいの
では？という価値観の顛倒を、②『チャタレ
イ夫人の恋人』を中国風に「翻案」した『人
民に奉仕する』（2005）では、延安において
戦時の特殊な必要性から生まれ、文化大革命
にもつながってゆく毛沢東時代の精神・倫理
規範の破壊を、③魔術的リアリズム濃厚な
『丁庄の夢』（2006）では、中国文明発祥の
地に生まれ育ち、歴史の古層とつながる中国
僻村の人びとの生存感覚・死生観を、浮かび
上がらせた。 
花方は、小説と映画、あるいは映画のリメ

イクというメディア間翻訳をめぐる倫理的
考察を行った。まず前半期においては、ブラ



ム･ストーカーの小説『ドラキュラ』がドイ
ツで監督 F. W. ムルナウによって『ノスフェ
ラトゥ』として映画化された際に生じた著作
権侵害をめぐる裁判の経緯と実際の作品間
の共通点と差異を分析し、メディア間翻訳の
特殊性と法的問題、および倫理的問題につい
て論じた。また後半期においては、映画『他
人の家』とその正式なリメイクである映画
『折れた槍』を比較し、共通する物語構造を
備えていても大きくメッセージの異なる作
品をオリジナルの「翻訳｣と呼べるのかどう
かを論じ、さらに両作品を同時代アメリカに
おける赤狩りの激化というコンテクストに
置くことによって、「翻訳」行為における倫
理的問題を一元的な基準によって判断する
ことの難しさを明らかにした。 
山内は主として、アメリカの詩人マイケ

ル・パーマーとフランス在住の画家アーヴィ
ング・ペトリンの共作をめぐる研究を行った。
結果として、パーマーとペトリンが、表象不
能なものの声（アウシュヴィッツを始めとす
る 20 世紀の惨禍に巻き込まれたユダヤ民族
の声）を敢えて作品に内在させる試みに挑ん
でいる点が明らかになった。この点は、芸術
家と倫理の問題をめぐる本研究課題と直接
関連する成果になったと考えられる。またパ
ウル・ツェランやエドモン・ジャベスの実践
にまで及ぶこの問題系は、今後翻訳の問題に
ついて考察する上で看過できない視点を提
供することになった。 
大原は翻訳の倫理の主要なテーマである

アダプテーションと著作権について、セルバ
ンテスの戯曲『ヌマンシア』を中心に、セル
バンテスのオリジナリティーに対する再評
価というかたちでアプローチした。セルバン
テスへの過大評価により一面的な解釈しか
されてこなかったヌマンシアについて、その
起源と史実、物語の構成要素と黄金世紀に至
るまでの各時代の改作とその背景の変遷を
追い、セルバンテスがどのようにそれらを寄
せ集め、戯曲としたのかについて、構造を明
らかにした。それによりヌマンシアをセルバ
ンテス個人の作品としてではなく、欧米文化
の流れの中の重要な表象として位置づけた。 
コルベイは 1960 年から 1980 年にかけてフ

ランスと日本の小説と映画における倫理の
問題とメディアによって異なる描写手法を
比較しながら、翻訳（翻案）と倫理の関係性
を考察した。主に、倫理のジレンマをテーマ
にするアダプテーション映画（文芸映画）と
その原作を比較し、メディアによる表象可能
性と不可能性を明確にした。そして、メディ
アによって政治や検閲の影響で変化する作
品内容も分析した。また「翻訳者」の社会的
役割を考察し、フランスより日本の方が重要
な社会的立場を持つ日本の翻訳者の権利と
義務を分析した。 
 以上の分析により、テクストの性格、読者
の期待の地平、起点言語と目標言語の関係を
規定する文化的・歴史的・言語学的背景、出

版に関わる商業戦略、検閲や弾圧を行う政
治・宗教権力の介在といったさまざまな要素
によって、翻訳の倫理が多様に現れる状況を
示し、翻訳理論研究にも貢献できたと思われ
る。また、本研究では一つのメディアを越え
た翻案や改変がしばしば研究対象となった
が、これはメディアとメディアの境が曖昧に
なる現代の文化状況、いわゆる「ポストメデ
ィア」を象徴するものであり、「ポストメデ
ィア」自体を展望に入れた研究を今後は目指
すことになる。 
 なお、連携研究者のトーマス・エゲンベル
クはよしもとばななの小説『みずうみ』を研
究期間中に独語訳出版した。同じく連携研究
者の野崎歓と、芥川賞作家の中村文則を招聘
し、本研究メンバー数名が加わったシンポジ
ウムを静岡市で開催して、当該研究の一般へ
の成果還元を行ったことも付言しておきた
い。 
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